
副社⻑の萩野でございます。

本⽇はお忙しいところ、弊社の第3四半期決算説明会にお集まりいただきまして
、誠にありがとうございます。
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お⼿元の資料に基づきまして、第3四半期の実績、および業績⾒通し等
につきまして、ご説明させていただきます。
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まずは、第３四半期の実績でございます。

資料上、９か⽉累計実績と３か⽉実績を記載しておりますが、４⽉〜１２⽉の
９ヶ⽉累計を中⼼にご説明します。
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第３四半期の決算のポイントですが、引き続き厳しい事業環境の下、
受注⾼、売上⾼は前期の実績を上回ることができました。

⼀⽅、営業利益とセグメント利益は、前期の⼤規模システム完成の反動減や
グループ会社再編に伴う関係会社再編損の計上などにより、
それぞれ減益となっております。

四半期純利益は、前期に発⽣した繰延税⾦資産の取崩等の⼀過性の税負担が
当期にはないことなどにより、前年同期⽐56億円の増益となりました。

次のスライド以降で、それぞれの詳細をご説明いたします。
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受注⾼については、当社単体における⼤規模案件の前倒し受注や、連結拡⼤
影響等により、パブリック＆フィナンシャル（以下、P&F）が前年同期⽐
11％増加しました。

エンタープライズITサービス（以下、E-IT)は、上期までに受注した既存
案件の拡⼤による増加はあるものの、第3四半期での前期の反動減もあり、
前期並みに留まりました。

ソリューション＆テクノロジー（以下、S&T)も、ほぼ前期並みです。

グローバルビジネス(以下、GB)においては、連結⼦会社の拡⼤に伴い増加
しました。

結果、全体では前年同期⽐8％の増加となりました。

受注は、お客様との契約時期により計上のタイミングがずれることもあり、
第３四半期３か⽉間の伸びはわずかですが、全体の受注状況に関しては、
上期に引き続き、好調を維持していると⾒ております。
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次に売上⾼です。
P&Fにおいては、増加要素として、連結拡⼤や単体における新規案件の
寄与等はあるものの、前期に完成した⼤規模システムの反動減の影響等
により減収となりました。

反動減の内容について、１つは第2四半期にもご説明した統合ITソリューシ
ョン、もう１つは前年第３四半期完成の⼤規模システム・ソフト開発案件
ですが、いずれも期初に発表した通期業績予想に織込み済です。

E-ITにおいては、主に単体における機器販売の増加や既存⼦会社の規模拡⼤
等により増収となりました。

S&Tにおいても単体および既存⼦会社の規模拡⼤が牽引し、また、GBは
連結拡⼤影響、および欧⽶を中⼼とした既存⼦会社における拡⼤により
それぞれ増収となりました。

このように、P&Fの減収を他の３つのセグメントがカバーし、全体では
前年同期⽐2.6％の増収となりました。

第３四半期の３か⽉間は、全体では減収となりましたが、先ほど申し上げた通
り当初予想には織込み済です。⾜元では他の案件でのリカバリーも進んで
おり、通期計画達成に向けては予定通りの進捗と考えております。
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続きまして、営業利益です。
P&Fは、第３四半期において、12億円の減益となりましたが、これは主に
前年同期に完成した⼤規模システム・ソフト開発の反動減によるものです。
なお、第２四半期にご説明した統合ITソリューションについては、減収要素
ではありましたが、減価償却費の減少効果も出てきており、第３四半期の
3か⽉間では減益要素にはなっておりません。

E-ITにおいては、前期に⽐べて機器販売のウェイトが⾼くなったことやお客
様からのコスト低減要請の影響等で利益率が悪化した案件もあり、減益と
なりました。

S&Tは前年同期⽐10億円の減益ですが、全社コスト配分⽅法を今年度⾒直し
ており、その影響を除いた実⼒ベースでは、ほぼ前期並みです。

GBにおいては、欧⽶を中⼼とした既存⼦会社の増収に伴う利益増や継続的に
取り組んでおります利益改善施策の効果により、増益となりました。
なお、GBののれん償却費戻し後の営業利益は59億円と、上期に続き実⼒ ベー
スでは⿊字です。

以上の結果、全体では前年同期⽐▲4.9％の減益となりました。

第３四半期の減益の要因については、P&Fにおける⼀過性の反動減や、E-IT
において機器販売等の利益率の低い案件⽐率が⼀時的に⾼まったことによる
影響が⼤きいことから、通期計画に向けての進捗は想定内です。
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こちらは、営業利益の増減を当社単体と連単差額別に表したものです。

セグメントごとの増減要因とも⼀部重複しますが、

単体では、前期に完成した⼤規模システムの反動減の影響等により、前年
同期⽐ ▲25億円の減益となりました。

不採算案件は減少しているものの、機器販売や新規案件等の売上構成⽐が
⾼まっていることもあり、⼤規模システム反動減の影響を吸収するまでには
⾄っていないのが現状です。

⼀⽅、連単差額は、欧⽶を中⼼とした海外⼦会社の増収に伴う利益増や利益
改善施策の効果等はあるものの、国内⼦会社の⼀部で発⽣した不採算案件の
影響等により、ほぼ前期並みとなっています。
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セグメント利益については、営業利益でご説明した要因に加え、
E-ITおよびGBセグメントでグループ会社統合再編に伴う関係会社再編損を
計上したことや、S&Tにおいて、オフィスビル収容⾒直しに伴う費⽤が発⽣
したこと等により、前年同期⽐▲10%の減益となりました。

なお、関係会社再編損は、特別損失として27億円を計上しております。

第３四半期実績についてのご説明は以上です。
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次に、事業環境と最近の取組みなどについてご説明します。
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最近の事業環境については、

まず、政府等においては、全体の歳出は抑制傾向であり、IT投資予算の伸び
も横ばい、または微減となる⾒込みです。政権交代による予算編成⽅針への
影響については、現在注視している状況です。

次に、⾦融機関においては、クラウド等新規分野への投資増が想定される
⼀⽅、全般としてはIT投資は不透明な状況にあります。

詳細な顧客分野別の状況については、後ほどご覧ください。
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⼀般事業法⼈においても、企業収益の先⾏き不透明感は依然として強く、
国内IT投資についても⼒強さに⽋ける状況です。
ただし、業界別にはいくつかの投資テーマも⾒られます。

クラウドやデータセンタ等においては、BCPの観点から、より信頼性の⾼い
ネットワークやデータセンターへの引き合いが
引き続き堅調に推移しています。

最後に、グローバル市場においては、地域ごとに状況は異なるものの、
全体的にはＩＴ投資は引き続き堅調に成⻑しており、コンサルティング、
ITアウトソーシング、BPO、特にクラウドサービスの伸びが堅調です。
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続いて、最近の主な取組みをご紹介します。

こちらのスライドでは、今年度 １０⽉以降の主な取組み事例をご紹介して
います。

各種新規サービスの提供開始や、グローバルではSAP等のソリューションを
提供する会社群のブランド統⼀、itelligenceの 完全⼦会社化に向けた
スクイーズアウト⼿続き開始、さらに、オフショア拠点の拡充などに取り組ん
でおりますので、後ほどご覧いただければと思います。
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通期の業績⾒通しについては、当初予想からの変更はありません。

先ほどご説明した通り、受注については増加基調を維持しており、
第４四半期に対前期での反動減を⾒込むものの、通期計画の1兆1,300億円は
達成できる⾒通しです。

売上⾼についても、統合ITソリューションの減少や⼤規模案件の反動減は
計画に織込み済みであり、第３四半期までの受注案件を確実に第４四半期の
売上にすることや、連結拡⼤の効果により、１兆2,800億円の通期計画は
達成できると考えております。

また、営業利益については、第４四半期において減価償却費負担が減少する
ことや、コスト削減の徹底、引き続きオーガニックでの成⻑を⽬指すことに
より、850億円の達成に向けて全⼒で取り組んでまいります。

以上で私の説明を終わらせていただき、ご質問を頂戴したいと思います。

ありがとうございました。
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